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自己紹介



会社紹介



会社紹介

項目
代表者氏名・役職 中林 幸宏（なかばやし ゆきひろ）・代表取締役CEO
設立年月日 2016年12月1日
資本金 1億1,890万円
事業概要 ・訪日観光客とプロフェッショナルガイドとのマッチングプラットフォーム運営（WOW U）

・地元密着型メディア運営
・地元ガイドの教育活動
・地方創生事業（DOGADOZO・Pocket Owners）
・広告代理事業（Publicity Showcase・LSAS）

本社所在地 東京都港区三田2-14-5 フロイントゥ三田608
社員またはメンバー数 12名
主たる業種 ITサービス業（プラットフォーム運営）
会社HPのURL https://www.exest.jp/
サービスサイトのURL https://www.pocketowners.com/
略歴・受賞歴 2016年に創業し、2017年よりWOW Uを展開する。みずほキャピタル、三菱UFJキャピタル、smbcvcなど3メ

ガのキャピタルからプレシリーズAにて資金調達を実施し、その後、シリーズBまで資金調達を実施。
現在の株主は19社（エンジェル含む）。エンジェルの中にはロンドンブーツ1号2号の田村淳さんも。
田村淳さんとは地方テレビ局を活用した地方創生の取り組みも実施している。その中の一つがPocket Ownersで
あり、今後も連携して事業拡大を狙う。地方テレビ局とは100局以上と連携しており、日本最大級のネットワーク
を活用可能。



会社紹介



今日お話ししたいこと

コンテンツの観点から地方局と連携したデジタルサイネージ活用の可能性を探りたい



メトロアドエージェンシーのデジタルサイネージ活用について

プレスリリース  

2022 年 12 月 5 日 

株式会社メトロアドエージェンシー 

株式会社 LIVE BOARD 
 

東京メトロ車内ビジョン「Tokyo Metro Vision」日比谷線 2,464 面 
LIVE BOARD マーケットプレイスを活用したデジタル OOH 広告配信 

を開始 

  

株式会社メトロアドエージェンシー（本社：東京都港区 代表取締役社長：肥後 謙一 以下、メトロアドエージェンシー）と 

株式会社 LIVE BOARD（住所：東京都渋谷区 代表取締役社長 櫻井 順 以下、LIVE BOARD）は共同で、東京メトロの車内

ビジョン「Tokyo Metro Vision」を 2022 年 12 月 1 日より LIVE BOARD マーケットプレイスへ試験的に接続・連携を実施

し、東京メトロ日比谷線の車内ビジョンの計 2,464 面から連携を開始。これにより当該デジタルメディアは、配信期間と回数

を指定した従来の販売方法に加え、NTT ドコモの位置情報データ等および解析技術により、駅ごとに鉄道車両内における乗車

人数・視認者数を推計するモデル開発を実現し、広告を実際に視たと推定できる人数をベースにしたインプレッション（視認

者数）販売も可能となります。 

「Tokyo Metro Vision」は、全路線において計 19,512 面を保有しており、今後随時連携を開始する予定です。 

 

 メトロアドエージェンシーと LIVE BOARD は今後も交通広告の効果的・効率的な運営を実施することで、デジタル OOH 市

場の拡大に向けた新たな価値創造に取り組むとともに、多様なライフスタイルに適応した広告配信の実現をさらに推進してま

いります。 

 

報道関係者各位 

実は裏側では⼤したことをやっているわけでなく、
以前実施した駅メディアと同じように
「GPS×係数×視認率」の掛け合わせでのimp算出です。
係数は「GPS（ドコモ）」と「メトロデータ」から
『差分（係数）』を⼀度割り出しています。
以降、⼀度割り出した係数を使いまわしています。
駅のメトロデータは「カチカチデータ（視認率も）」です。
⾞両のメトロデータは「NTTとメトロでの取得係数データ
（トンネル内の何かで取得したらしいです）」です。
視認率は、LIVEBOARDが埼⽟⾼速鉄道と
接続時のカメラ計測データを活⽤しています。

メトロアドエージェンシーさんからのコメント



メトロアドエージェンシーのデジタルサイネージ活用について



地方テレビ局のデジタルサイネージ活用について

宮城 高知



地方テレビ局のデジタルサイネージ活用について

北海道 石川



地方テレビ局のデジタルサイネージ活用について



地方テレビ局のデジタルサイネージ活用について

全てテレビCMの付帯サービス企画として実施



地方テレビ局出身者のデジタルサイネージ企画について

ゆめたかナビ



おまけ



おまけ

所有することで近くなる、新しい地方との関わり方

消費者からファン、ファンからオーナーへ・日本一シェアオーナーが多いまち

シェアオーナー制

① 権利上の所有を提供
【例】・畝（さつまいも）

・苗（いちご）
・木（りんご）
・つた（ワイン）
・土地（田んぼ）
・タンク（日本酒）
など

③ コミュニティの形成

① オーナー費用の支払い

② オーナー特典

③ コミュニティへ参加

② オーナー特典
【例】・生産物の送付

・オーナープレートの設置
・育成状況の発信
・新商品開発プロジェクト
・リアルイベントの企画（苗植え・収穫祭など）
など

生産者 オーナーの皆さん



おまけ



おまけ



おまけ

19

関係⼈⼝

農家でも⽣産者でもない
農業との関わり⽅

関係農業⼈⼝

移住でも観光でもない
地⽅との関わり⽅



おまけ

一次産業にシェアオーナー制度を提供し、

ファンコミュニティを作ることで一次産業のあり方を変える

オーナー限定の参加型イベントの実施や

リアルな農作業体験などを実施することで

関係人口創出にも貢献し、観光経済への波及効果も実現する

クラウドファンディングのように一過性のものではなく

産直型ECのように単純な中抜きでもない
期間の幅を持って緩くつながるコミュニティにより持続可能な社会を目指す

この小さなコミュニティが無数にあることで

シェアオーナーの個性が生まれ、つながり、それが生産者にも波及する

日本から世界へ、世界から日本へ、一次産業を通して新しいシステムを創ります


